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明るい希望

早いもので、本日で１学期の終業式を迎えました。４月７日の入学式・始業式からの７２日間、
４４０名の子どもたちはそれぞれ、学習、運動、学校行事等に楽しくチャレンジしてくれました。
元気にあいさつできる子も多いです。７２日間の中で、思い通りにいかないこともあったでしょ
う。ですが、そこからが学びです。チャレンジしていくことによって少しずつ、分かる・できる
ようになっていきます。今学期よく頑張ったお子さんを、大いに褒めてあげてください。

１学期７２日間 よく頑張ったあげつちっ子、
笑顔で夏休みを迎えます

【校訓】
やさしく かしこく たくましく
【教育目標】
相手の気持ちを思いやる子ども
正しい判断ができる子ども
あきらめず挑戦し続ける子ども
【学校スローガン】
楽しくチャレンジ 幸せ一小

日本の文化を 七夕 大ホールや学級の廊下に

笹が飾られ、子どもたちは願い事を短冊にしたためて
いました。日本文化について触れる機会となりました。

○ ８月２４日まで夏休みとなります。生活リズムを崩すことなく、楽しく安全に生活さ
せてあげてください。夏休みならではの主体的な学びが充実できるといいですね。
○ 市内でも無料で参加できる体験学習や講座などが企画されます。活用してみましょう。
○ 危険なことがあったら、まず警察に連絡し、学校にもお知らせください。８月２５日、
子どもたちが元気に登校してくるのを楽しみにしています。

平和を思う 読み聞かせ ユネスコ出前授業 ポケットさんの読み聞かせが９日

と１１日に行われました。７月は平和がテーマの読み聞かせでした。同一週に全クラスに読み聞
かせをしていただくのは大変だったと思いますが、平和について感じて考えてほしいとの思いが
伝わりました。１年生の読み聞かせを聞いていたところ、読み聞かせ後の子どもたちの感想も平
和の大切さに触れるものが多く、子どもの成長を感じました。
今月は学校図書館にも「戦争と平和」の特集コーナーが設置され、蔵書の中から平和に関する

本が並べられました。興味深そうに手に取る子どもたちの姿が見られました。
１１日には「いわきユネスコ協会」の方が来校され、６年生に平和に関する授業を実施してく

ださいました。現代社会の様子を知り、持続可能な社会にして行くにはどうすればよいか、平和
な社会にしていくにはどうしていけば良いか、考えることができました。

平和を思う 鎮魂祭 昭和20年7月２６日午前、パンプキ

ン爆弾という模擬原爆が平一小に投下されました。児童は無事避難
することができましたが、校長先生をはじめ３人の先生の尊い命が
失われました。鎮魂祭は平和を誓う行事です。６年生の進行により、
校長の話、代表児童の挨拶の後、当時の出来事をまとめたＤＶＤを
視聴しました。その後、全校生が中庭の鎮魂碑前でお参りしました。
歴史を正しく知り、平和について考える機会となりました。

響け こころのハーモニー 合唱部 今年度は、

３３名の児童が合唱部に参加しています。６年生の部長、副部
長、パートリーダーを中心に仲良く活動しています。まずは８
月２１日にアリオスで開かれる、ＮＨＫ全国学校音楽コンクー
ル（Ｎコン） いわき地区大会に向けて、頑張っています。今年
度の課題曲は「あおい天使」、自由曲は「船で行こう」です。
夏休みも一生懸命頑張ります。8月２１日はぜひアリオスにお
出かけください。合唱部の頑張りを、みんなで応援しましょう。
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